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いきいき健康セミナー（平成2３年2月２１日開催）より
	日本には認知症（痴呆）の人が約２５０万人おられ、今後も毎年１０万人の割合で増加することが予測されています。認知症は６５歳を過ぎると増え始め、５歳年をとるごとにその発症リスクは倍々になっていきます。認知症は、物忘れに加えて、生まれてから獲得してきた様々な能力を失っていく病気であり、社会生活や日常生活に支障をきたす病気です。それは患者本人をむしばむだけでなく、介護する家族や社会にも大きな負担を強います。それゆえ、高齢化が進む日本では認知症の治療が重要な社会的課題となっています。

[image: image4.wmf]　認知症の診断でまず大切なことは、直せる認知症を見逃さないことです。アルツハイマー病に代表される『変性疾患（原因不明で脳が衰える）』に対しては、有効な治療法は実質的には無いのが現状です。しかしながら、甲状腺機能低下症、正常圧水頭症、ビタミンB１２欠乏症、鬱病といったものはアルツハイマー病とよくにた症状になることがあり、それぞれ適切な治療法があります。また、特に高齢者では、薬剤（特に睡眠薬や安定剤）の副作用で酷い物
【いきいき健康セミナー風景】　　　　　忘れを呈することがあるので注意が必要です。

　　認知症と加齢による物忘れは全く違うものです。認知症では、物忘れは年々進行していき、それに加えて時間（今日の日付がわからない）や場所（道に迷う）が分からなくなります。さらに家事や金銭の管理がうまく出来なくなり、日々の生活で困るようになります。それに対して、＜テレビで見た芸能人の名前が出てこない＞とか＜財布を置き忘れて出てこない＞ということは正常の加齢でも普通にあることです。アルツハイマー病と加齢による物忘れかを判別する簡便な方法として、「最近の世間のニュースや出来事は何ですか？」という質問に正確に答えられるかどうかが有用とされています。

　　認知症の原因の５０％はアルツハイマー病です。アルツハイマー病の診断は、問診、高次機能検査（記憶のテストなど）、画像診断（MRI、脳血流検査）から総合的につけます。現在アルツハイマー病の治療薬としてアリセプトがありますが、その効果は極めて限定的です。よってアルツハイマー病にならないことが大切です。高血圧・糖尿病・高脂血症の人はアルツハイマー病になりやすいことがわかっていますので、それらの治療をすることが大切です。また喫煙もアルツハイマー病の危険因子です。逆に、適度な運動と赤ワインはアルツハイマー病になる危険性を減らします。
神経内科副部長　森畑　宏一
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	「フットケア外来」は、糖尿病足病変の予防的ケアと早期発見を目的に、2008年11月の末に開設され第2・第4の火曜日に実施しています。当初は、糖尿病内科の田中先生と2人、まだまだ未熟な技術と最少限の備品で、細々とスタートをしたのです。1人30分の時間をかけ、診察では足の観察と共に知覚のテストとして振動覚やタッチテスト、腱反射の確認などを行います。ケアでは、足浴・爪きり・角質のケアに加え日常のケア方法をお話しています。
他の公的病院でも「フットケア外来」を開設している病院は少なく、その存在はあまり知られていないこともあり、患者の皆様も初めての日は、一体何をする外来なのかと不安気に受診をされましたが、受診後は「気持ち良かった」と喜んでいただくことが多くありました。しかし、日を重ねると共に多様な症状に対応が求められ、誠実な田中先生の姿勢と私の話術だけでは限界が見えてきました。何とか肥厚した爪を削る機械を購入したいと思いましたが、私が受講した研修だけでは、その機械を使えるだけの技術がありませんでした。また、その機械も高額であり購入してもらえることもかなり困難と思われました。院内の職員にすらこの外来は知られていなかったからです。そこで、「フットケア外来」の存在価値を周知する目的で研修を企画・実施し広報活動をした結果・・・・なんとグラインダーを購入していただくことができました。私は、このグラインダーを操るべくドイツ式フットケアの技術を習得することとなりました。
爪が肥厚し自身での爪きりができなかったＡさんは、5cmほどに伸びた爪が、歩行時地面にあたりその痛みと趾の運動制限のため、夫人に付き添われて杖歩行をされていました。その後3回に分けて爪を薄く削り2cmほど爪を切ることができました。その後は、杖は使用されていますが、お一人で来院できるようになりました。
【Ａさんのフットケア前】　　　　　　　　 【Ａさんのフットケア後】
[image: image1.jpg]



　親指の爪が肥厚し爪色も黒ずんでいます。伸びた爪のため足趾の屈曲が不自由なため第２趾の付け根に靴づれが生じています。
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爪の表面を削ると隠れた溝がでてきました。爪が薄くなったことで新しい爪が生
爪が薄くなったことで新しい爪が生えてき
やすく、また水虫の薬の浸透が良くなりま
す。歩行の妨げがなくなり、歩行もしやす
くなりました。
　　

外来が開設されて2年が経ち約40人の患者様が受診をされました。すでに数名の方は、外来を卒業されています。フットケア外来を担当する看護師も3人となり、現在は、田中先生と2人の看護師の体制で運営をしています。糖尿病教室や、糖尿病フェスタなどで「フットケア」のことをお話し、患者の皆様にも知っていただく機会も増えました。他のクリニックからのご紹介もあり、えらく繁盛してきたのですが、予約が4ヶ月待ち状況で、患者の皆様にもご迷惑をおかけしていることが心苦しく、外来日を拡大したいと考えているところです・・・

糖尿病で治療を受けておられる患者の皆様で、
よく同じ所に靴擦れやタコができて歩く時に痛
みがあるとか、爪の水虫かもしれないなどの症
状で困っておられる方は、主治医の先生に気軽
に相談してみて下さい。フットケア外来がお役
にたてることがあるかもしれません。
[image: image6.jpg]



　　　　　　　　　　　　　　　　　外来看護師長　山下清子

	

1月27日にニューイヤーコンサートを実施しました。　　

今回は、西天満を中心に積極的にコンサートやライブ活　　

動をされているシンガーソングライター河野ひろムさん
のバンド「ヒロムス」に演奏いただきました。
懐かしいフォークソングや河野ひろムさんのオリジナ
ルソングをギターの弾き語りで熱唱いただきました。
「少年時代」「もう１回歌って」などのリクエストもあり、
なごやかなムードで1時間はあっという間に過ぎました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: image7.wmf]引き続き3月10日には神戸女学院大学「アンサンブル
たまてばこ」の3人の皆さんをお招きして、ピアノやソプ

ラノ独唱、バイオリン等で、春の歌や馴染みのある名曲を
ご披露いただきました。「おぼろ月夜」や「みあげてごらん
夜の星を」は入院患者さんも一緒に歌っていただきました。
外はまだ寒い1日でしたが、外来ホールは華やかな春の
雰囲気でいっぱいのコンサートになりました。
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「ぜひ続けてください」という多くの声にお答えして、次回は4月27日（木）ハーモニカ
コンサートを予定しておりますので、ご期待ください。
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❏「フットケア外来」やってま～す！！
































❏高齢化と神経内科疾患　～歩行と認知に関して～








































































































◇◇◇　いきいき健康セミナーのご案内　◇◇◇








参加費：無料




















場　所：十三市民病院　１階　整形外科待合前



































日　時：平成23年４月２７日（水）16:00～








演奏者：『そらまめ』








ご家族の方もご一緒にぜひ聴きにいらして下さい！！














当院では、下記の予定で院内コンサートを開催いたします。


本格的なハーモニカ演奏グループとして尼崎では有名な「そらまめ」をお招きし、


今までのハーモニカのイメージを変える素晴らしい演奏を聞かせて頂きます。








◇◇◇　院内コンサートのお知らせ　◇◇◇





























◇◇◇　院内コンサートのお知らせ　◇◇◇























◇◇◇　二次救急を実施します　◇◇◇








当院では、２ヶ月に１回「健康と病気」に関する分かりやすい講演会を行っています。


どなたでもお気軽にご参加ください。





テーマ：『下痢をしたら考えること』


講　師：消化器内科副部長　足立　賢治


日　時：平成２３年４月１８日（月）14:00～1５:00


場　所：十三市民病院　２階　集団指導室


問合せ先：医療連携担当　電話０６－６１５０－８０００


参加は無料です。当日参加もＯＫです！！


















































十三市民病院は、内科の二次救急（救急車を呼んで入院を必要とするような症例に


対する医療）を、原則として日曜日の午前９時から翌日の午前９時まで実施します。














救急車を呼ぶまでもない場合は、


休日は十三休日急病診療所（０６-６３０４-７８８３）


　夜間は中央急病診療所（０６－６５３４－０３２１）をご利用ください。


※ 突然の病気やケガで困った場合には救急安心センター（＃７１１９）


にご相談ください。

































































【実施日】日曜日   ※日曜日の翌日が休日の場合は、翌日が平日となる休日に実施


【時間】　９：００から翌朝９：００まで


【診療科】内科






































